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（２）事業者向けのリスク評価支援のためのツール提供 

事業者が化学物質のリスク評価を実施する際の支援ツールを開発し、一般に無償で公開・

提供している。（一部有償のツールもあり）。いずれも、パソコンやウェブ上で簡単に操作を行うこ

とが可能である。以下に例を示す。 

 

①教育用リスク評価ツール 

（独）産業技術総合研究所が開発した「Risk Learning」は、リスク評価の専門家以外の人も

容易に使用できることを目指したヒトの健康リスク評価ツールである。Risk Learning では、化

学物質(ＰＲＴＲ対象９０物質)、汚染媒体(屋内外空気、表層水等１１媒体)、濃度、暴露シナリ

オ(３３の暴露の道筋)、暴露対象者(平均的日本人男性/女性)を選択または設定することによ

り、汚染媒体と暴露の道筋の多様な組合せの中から暴露量とリスクを推計することが可能で

ある。（図２－５） 

また、（独）製品評価技術基盤機構では、ウェブ上で化学物質のリスク評価の一連の流れ

を体験する「リスク評価体験ツール」を提供している。リスク評価に必要な有害性や暴露に関

する入力データについては、既存のリスク評価書（NEDO 化学物質総合評価管理プログラム

の初期リスク評価書）で採用されたデータが選択できるほか、使用者が任意の値を入力する

こともできる。（図２－６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－５ Risk Learning 操作画面 

(出典: (独)産業技術総合研究所 URL: http://www.riskcenter.jp/RL/) 
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図２－６ リスク評価体験ツール操作画面 

（出典: (独)製品評価技術基盤機構 URL: http://www.safe.nite.go.jp/management/risk/taiken.html） 

 

②環境中濃度予測モデル 

   国では、事業者自身が大気へ排出する化学物質（VOC 等）の事業所周辺の濃度実態の

的確な把握と自主管理の推進を目的として、METI-LIS (経済産業省-低煙源工場拡散モデ

ル) を開発し、無償で提供している。このモデルを用いることにより、化学物質の発生源近傍

における大気濃度分布を、気象状況や建物の影響等を考慮して推定することが可能である。

（図２－７） 

 

 
図２－７ METI-LIS による発生源周辺の大気中 1,4-ジオキサン濃度分布（年平均）推定値 

（出典：(独)産業技術総合研究所） 

（METI-LIS のホームページ: http://www.jemai.or.jp/CACHE/tech_details_detailobj1816.cfm） 
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③初期リスク評価総合ツール 

化学物質を取り扱う事業者が有する広範なリスク（定常時、作業時、事故時のリスク）に対し

てスクリーニング評価を実施するためのツールとして、(独)新エネルギー・産業技術総合開発

機構からの受託により、(社)日本化学工業協会(日化協) が Risk Manager を開発した。環境

中濃度や被害影響の推定等だけでなく、リスクの判定までの一連のリスク評価をサポートする

総合的なシステムである。なお、このシステムは有償で提供されている。（図２－８） 

 

図２－８ 定常時評価システムにおける評価例 

左: 大気中濃度計算結果  右: 生態影響リスク評価結果 

（出典: (社)日本化学工業協会ケミカルリスク研究会） 

 

 


